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北周宗室の婚姻動向

「楊文慈慕誌」を手がかりとして

会田大輔

要旨 南北朝時代から附肝時代への変容を理解するためには，賄・肘の支配者附を輩

出し，軍事制度の淵源を生み出したとされる西魏・北周の研究が欠かせない。しかし，

従来，西魏北周の政治動向については，等閑視されてきた。そこで本稿では，西魏•北

周における北周宗室宇文氏の婚姻動向を分析し，西魏・北周の皇帝・権力者が，多様な

勢力をどのようにまとめていたかについて考察した。その際，手がかりとして注目した

史料が，近年発見された「楊文慈慈誌」である。楊文慈は西魏・北周の功臣で漢人郡姓

の楊党の子である。彼の邸誌を分析することで，西魏・北周における弘農楊氏の位屈が

明らかになるとともに，北周前半期の宇文氏の婚姻動向の一端にも迫ることができるの

である。

本稿では北周宗室の婚姻動向について警西魏•北周前半期•北周後半期に分けて，そ

の変化を分析した。その結製以下のことが明らかとなった。宇文氏は政権甚慧を安定

化するために．宇文泰•宇文護・武帝と権力者が変わるたびに，胡族系元勲と繰り返し

通婚し，関係強化を図っていた。しかし，楊堅による帝位紅奪に際し，胡族系元勲の多

くが楊堅を支持しており．胡族系元勲との通婚が．北周の存続に結びつかなかった様子

が窺える。一方，西魏・北周を通じて漢人郡姓との通婚は極めて少なく，緊密な婚姻関

係を築くことはなかった。明帝は弘農楊氏との通婚を計画したが実現に至らず，宇文設

は蘇威と通婚したが，それ以上，通婚を推し進めることはなかった。武帝親政期には漠

人郡姓との通婚が見えないのみならず，官戟削減・廃仏を断行したため，宇文氏と漠人

郡姓との紐帯が薄れてしまった可能性が考えられる。実際，漠人郡姓の多くは，楊堅の

帝位店奪に際し，楊堅支持に回ってしまったのである。

キーワード：北周・宇文氏・弘農楊氏・婚姻

はじめに

南北朝時代から隋唐時代への変容を理解するためには，附・居の支配者層を輩出し，

度の淵源を生み出したとされる西魏・北周の研究が欠かせない。しかし，近年，基本史料であ
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（「周書J)に，

られている。

こと れており

そこでこれまで筆者は，

(556) 10月に没した。

して北周を建国し，天和7年 (572)3月まで実権を握り続けた（以下，

期と呼ぷ）。武帝は宇文護誅殺後．親政を開始し．建徳6年 (577)には北斉を滅ぼして華北統

従来，宇文護執政期は，独裁政治や不適切な人材登用が行われ．「親周帝派」と

した

によって実現したのである

していたこ

とめていたこと

3
 

また西魏・

きなかった。

そこで本稿では，西魏・北周における北周宗室の婚姻動向に注目してみたい。布目潮諷氏の

肘初の婚姻政策研究や佐藤賢氏の北魏宗室の婚姻政策研究（門こみられるように言宗室の婚姻

関係には当時の政治状況が顕著に反映されている。西魏•北周は様々な集団が結集して成立し

た王朝である。北周宗室の婚姻動向を分析することは，西魏・北周の皇帝・権力者が，多様な

集団をどのようにまとめようとしていたかを理解する鍵となるであろう。

ら隋唐にかけての胡族の婚姻関係については，

両氏は，北魏から隋唐にかけて徐々 ・北周の胡族と山

た

る

うち青

ることを指摘し，
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氏は胡族を重視し，婚姻を通じた緊密な紐帯が存在していたとする。両氏の研究によって，宇

文氏と胡族系元勲の緊密な関係が明らかとなった。しかし，両氏は西魏から北周末までの婚姻

を一括して捉えており，時期ごとの婚姻動向の違いについては考慮していない。また，近年の

研究成果を踏まえると，婚姻事例における胡漢の割合については修正が必要である (IO)。

北周宗室の婚姻動向を考える上で興味深い史料が，近年発見された仁爵4年 (604)作「楊文

慈慕誌」である。楊文慈は西魏・北周の功臣の楊党（弘悶楊氏）の子である。『周書J・『陪書』

などの正史史料に楊文慈の名は見えないが，彼の硲誌を分析することで，西魏・北周における

弘農楊氏の位置が明らかになるとともに，北周前半期の宇文氏の婚姻動向の一端にも迫ること

ができるのであ

本稿では北周宗室の婚姻動向について，西魏・北周宇文護執政期・武帝宣帝親政期に分けて，

その変化を追っていく。「楊文慈墓誌」については西魏時代の婚姻動向を分析した後，改めて

取り上げたい。なお，北周宗室の範囲は，『周書』巻 10～巻 13に立伝された人物（宇文泰兄弟

の子孫）とする。

1.西魏における元氏・宇文氏の婚姻動向

(1) 西魏宗室（元氏）の婚姻動向

北周宗室の婚姻動向を見ていく前に，西魏時代における西魏宗室の婚姻動向を確認しておき

たい叫佐藤賢氏の研究によると，北魏後半期の宗室元氏は，山束貴族（特に在・虞・鄭・趙郡

李氏）・外戚勢力との通婚が多く，代北諸姓•関中漢人郡姓との通婚は比較的少なかった(12)。

では，西魏宗室の婚姻動向はどのようなものだったのだろうか。

西魏皇帝の皇后を見ていくと，初代皇帝の文帝（元宜矩・孝文帝孫）は，即位以前に妃とした

乙弗氏（吐谷渾系・母は孝文帝第四女）を皇后としたが，柔然懐柔のために大統4年 (538)2月

に乙弗氏を廃し，柔然の可汗である阿那壊の娘（郁久問氏）を皇后とした(13)。2

（文帝長子）は，大統元年 (535)正月に皇太子となった際に宇文泰の娘を妃とし，即位後，皇后

とした叫最後の恭帝（文帝四子）は，西魏初期の元勲の若干恵（武川鎮出身）の娘を妃とし，

即位後，皇后とした。

次に永熙3年 (534)の孝武帝人関以後における西魏宗室の公主の降嫁先をまとめると第 1

表のようになる。これを見ると，西魏皇帝の娘（真公主）の多くが，西魏の実権を掌握してい

た宇文氏やその親族に降嫁していることがわかる。一方，宗室の娘（仮公主：西魏時代に公主を

拝した宗室女性）は，胡族系元勲の賀抜勝や漠人郡姓の司馬裔に嫁いでいる。また西魏宗室と

宇文氏の関係を深めるため，宇文泰の甥の宇文護は， r間書J巷50・元孝矩伝に，

時見周太祖専制，将危元氏，孝矩毎慨然有興復社稜之志……其後周太祖為兄子晉公護姿孝
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第1表西魏時代における公主（元氏）の降嫁先

公 主 名 降嫁先

潟翔長公主 孝武帝の妹

晋安公主 文帝の娘

元氏 文帝の娘

義陽公主 文帝の娘

金明公主 文帝の娘

腹楽公主 文帝の娘

西魏皇帝の娘？ 王弼

元氏
元子均（景穆太子の 宇文護
曾孫）の娘

襄城公主 献文帝の曾孫の娘 司馬裔

楽安公主 I 元逼（字は叔照。景 賀抜勝
穆太子の曾孫）の娘

化政公主
元翌（昭成帝子孫）

の娘

長楽公主 宗室の娘

婚姻相手の本貫•親族•特記事項 出典

武川鎮•西魏の実権者 周 1•9

宇文泰嫡子（後の孝閲帝） 周9

宇文泰の子 周13

扶風平陵（匈奴）（15)・賓毅の子 ＊北周時代？ 旧唐183

代人（武川鎮）•宇文泰の姉の子 周21

京兆•茸笈の子 周31

楽浪（武JII鎮）（16)・王盟（宇文泰の母の兄） I周20
の孫

武川鎮•宇文泰の甥 ＊公主を拝したか不明 I隋50

河内温(l?） ＊婚姻自体は北魏末の可能性あり。 1周36

大統 15年 (549)に郡公主を拝す。 灰l3

武川鎮・賀抜岳の兄

＊大統5年 (539)に郡公主を拝す。

柔然・阿那壊の兄弟

突廠の可汗

庚 l6

魏 19上

魏：r魏官」 周：r周書」 隋：r隋書」 北：「北史」 lH唐：rl日唐書J数字は巻数
庚：庚信撰・悦瑶注・許逸民校点 r庚子山集注」（中華書局． 1980年） 数字は巷数

矩妹為妻，情好甚密。

時に周太祖専制し，将に元氏を危うくせんとするを見て，孝矩毎に慨然として社稜を興復

するの志有り……其の後，周太祖，兄の子の晉公護の為に孝矩の妹を要りて妻と為す，情

好甚だ密なり。

とあるように．宇文泰の命を受けて，宇文泰の専制に不満を抱いていた元孝矩の妹（元子均の

娘）を要っている。

また，北方遊牧民の強大化をうけ，西魏の文帝が柔然から皇后を迎えたのみならず，柔然・

突蕨に公主を降嫁している。しかし，いずれも西魏皇帝の娘（真公主）ではなく，宗室の娘（仮

公主）である。藤野月子氏は．北魏時代の和蕃公主は恩寵的色彩を有していたが，北魏の束西

分裂後，自国存続のための政略手段へ変容したことを指摘している (I匁

上記のことから，西魏宗室の婚姻動向は．北魏後半期と大きく異なっていたことがわかる。

特に文帝は西魏の実権を掌握していた宇文泰及びその親族と複数の婚姻関係を結んでいた。

文泰を懐柔する文帝の思惑も存在したであろうが，西魏宗室との結びつきを強化し，権威向上

を図る宇文泰の意向が強く反映したものと思われる。一方，わずか一例ながら，京兆芹氏
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世康）と文帝の娘の通婚が確認できる

が，関中漠人郡姓に配慮したこと

北周宗室の婚姻動向

も興味深い。長安に都を齢し

していよう。

び宇文泰

山束貴族との通婚を重視した

北魏後半期と異なり，関中亡命政権という形に適応するため，西魏の実権を握った宇文泰一族・

胡族系元勲•関中漠人郡姓と通婚したのである (l9)0

(2) 宇文泰の婚姻関係

次に西魏時代に大丞相に就任して実権を握った宇文泰の婚姻関係を見てみよう。北魏末の宇

文氏は，主に武川鎮を中心とした胡族の「豪傑」層と通婚していた(20)0 
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では．西魏成立後はどうであろうか。宇文泰の娘婿をまとめると第2表のようになる。宇文

泰の娘婿は，西魏宗室（後の廃帝）と胡族系元勲で占められており，「八柱国クラス」の李弼・

子謹や ラス」 ・逹笑武・賓熾，彼らとほぼ同格でありながら西魏前半期

に没してしまった若干恵・

『周書』

年皆幼沌

どの子弟と通婚している 「八柱国十二大将軍クラス」や

西魏前半期に没してしまった元勲のうち，宇文泰の近親以外の武川鎮出身者は，

侯莫陳兄弟（順•崇） •李虎・楊忠・賀抜勝・若干恵・

25• 李賢伝附李基伝には，西魏の廃帝年間 (551-553) のこととして．

・独孤信・

・寇洛などであるが，宇文泰と通婚

しているのは若干恵と独孤信（宇文嫉と独孤信の娘）のみである。宇文泰は武川鎮を中心とした

通婚関係・交友関係に頼らず，西魏成立の過程で協力を得た胡族系元勲の子弟を婿としたので

ある。なお，北周建国後には，北魏末に関中の実権を掌握していた賀抜岳（武川鎮出身）の子

の賀抜緯や「＋二大将軍クラス」の楊忠の子の楊瑣が宇文泰の娘を姿っている。

・中山公護復束西作鋲，唯託意諸婿，以為心腎。甚輿義

・常山公子翼等倶為武衛将軍，分掌禁旅。

時に太祖の諸子，年皆幼沖にして，章武公導・中山公護復た束西に作鋲し，唯だ意を諸婿

に託し，以て心腎と為すのみ。基と義城公李暉•常山公子翼等 と為り， 禁
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第2表宇文泰娘婿

娘 婿 公主名 本 貫 父親 出身地 出典

李暉 義安長公主 胡•遼東瞑乎四 李弼 平城付近？ 周l5

李基 義帰公主 胡・糊西成紀四） 李遠 高乎鎮 周25

子翼 平原公主 胡（鮮卑）•河南洛阻 謹 洛陽 周30

若千鳳 宇文氏 胡（鮮卑）・代郡武川 武川鎮 周17

買毅 罪陽公主 胡（匈奴）・扶風平陵CZ,) 叔父：買熾 平城付近？ 周30

史雄 永富公主 胡（ソグド）（茄）？ •建康表氏 史寧 撫寧（冥）鎮 周28

劉籾 西河長公主 胡偲）？・中山 劉亮 不明 周l7

逹笑D 宇文氏 胡（鮮卑）・代 逹笑武 研城鎮？ 北周七女碑⑰

元欽（西魏溌合） 胡（鮮卑）•河南洛阻 西魏文帝 洛陽 北13

賀抜緯＊ 宇文氏 胡（鮮卑）・神武尖山 賀抜岳 武川鎮 周14

楊瑣＊ 順陽公主 胡（鮮卑）？ •弘塁華陰 楊忠 朔州但訓鎮） 附44

周：「周苔J隋：「隋野J北：「北史」 数字は巷数 ＊は北周時代の婚姻

とある。宇文泰は三人の兄を北魏末の動乱で失くし．兄の妻子は東魏の首都の鄭に抑留され，

そのうち男子は高歓によって殺害されてしまった。そのため，兄の子の宇文祁•宇文護，姉の

子の賀蘭祥・尉遅逍，母の兄の王盟などのほかに信頼できる親族がいなかった。宇文泰自身も

大統元年 (5茄）の西魏の実権掌握時に 29歳（満年齢では 28歳。以下．年齢は満年齢で示す）

前後で，その子は廃帝年間になっても幼年であった。そこで宇文泰は積極的に胡族系元勲との

通婚を進め，娘婿たちを頼りにしたのである (28)。

次に西魏における宇文氏の婚姻動向（宇文泰の娘婿以外）をまとめると第3表のようになる。

宇文泰やその子の正妻（皇后）は．西魏宗室・胡族系元勲（独孤信：武川鎮出身）で占められて

いる。漢族系の夫人も存在するが．その親族・系統が判明する事例は少ない。漢族系の夫人の

場合．名族以外や没官された女性を後宮に入れて夫人とした可能性が考えられる。例えば宇文

凪の夫人李氏は南朝梁の捕剪出身である⇔）。これは．北魏前期の皇帝の婚姻動向と類似してい

る。佐藤賢氏によると，北魏前期は山束系二流氏族•朝貢国の皇女・敗戦国の皇女・帰順勢力

の親族・身寄りを失った者などが皇帝の婚姻相手や後宮にいれられる対象であった(30)0 

以上のことから．西魏時代には宇文氏と関中漢人郡姓・入関山東貴族との通婚が見られず，

宇文泰は胡族系元勲との通婚を重視していたことがわかる。また武川鎮出身者との通婚は少な

く（若干恵の子と宇文泰の娘・独孤信の娘と宇文舷）．西魏成立の過程で協力を得た胡族系元勲と通

婚している様子が窺えた。

では．宇文泰は関中漢人郡姓や入関山束貴族とどのように紐帯を結ぽうとしたのだろうか。

西魏では盛んに胡姓の賜与を行ったが，大統 15年 (549)頃より宇文姓を関中漢人郡姓（河束

砕氏：酔普・酔端．河束柳氏：柳敏，京兆茸氏：茸孝寛・卒瑣，敦煙令狐氏：令狐整）や入関山東貴族
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宇文氏

北周宗室の婚姻動向

第3表西魏における宇文氏の婚姻動向

婚姻相手 婚姻相手の親族•本貫

元氏（皇后） 兄：孝武帝

叱奴氏 代人

逹歩干氏 茄茄人

宇文泰

宇文統（明帝）

宇文震 泰の子

宇文党（孝閃帝）

凪（武帝）

宇文羽

宇文護

宇文氏

泰の子

泰の子

泰の子

泰の甥

泰の甥

泰の姪

烏六渾氏

権氏

挑氏

王氏

独孤氏

徐氏

元氏

元胡摩（皇后）

陸氏

李蛾姿

李氏

元氏

叱列伏亀

胡？

漠姓・秦州天水

系統不明

系統不明

父：独孤信・雲中人（武川鎮）

淡姓

父：西魏文帝

父：西魏文帝

渓•南朝出身

漠姓

父：元子均

胡・代郡西部人

権氏硲誌⑮

周 13

周13

周9

周10

翔50

周20

周：「周杏J 閃：r陪書』 数字はむ数

（博陵彬氏：柑謙・柑説・柑猷榮陽鄭氏：鄭孝穆）などに賜与するようになった。宇文姓の賜与は，

官位の上昇や封爵の授与を伴うのみならず，擬制的に宇文氏と同族として扱うことを意味して

おり，名脊なことであった。宇文泰は，関中漢人郡姓や入oo山東貴族に対しては，通婚という

形ではなく，宇文姓を賜姓することで関係強化を図った可能性が考えられる

では，北周における宇文氏の婚姻動向はいかなるものだったのだろうか。 し

たい。

2.弘罠楊氏と北周宗室 「楊文慈墓誌」を中心に＿

(1) 「楊文懸墓誌」概要

北周宗室の婚姻動向を検討する上で欠かせない史料が，近年，快西省華陰県で出土した「楊

文廷慕誌」（仁壽4年 (604)3月作成）である。慕誌の外形は48X48.5cmであり，文字数は 30

Xl行30字の合計882字である。現在．河南省千唐誌齋博物館に所蔵されている。

・録文は王其袢・周暁薇主編『陪代墓誌銘梨考』③（線装書局， 2007年） 96-100頁 (No.226)

に掲載されている。以下にその録文を提示する。録文の行頭の数字は慕誌の原文の行数に対応

している。なお，可能な限り認誌中の字形を採用したが，便宜上一部は繁体字に改めた。紙幅

の関係で全文の訓読・語釈は省略
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【誌蓋l

大隋｝

【銘文］

Ol 

位

03 

“ 
05 

06 刺史。 徳隆熙載。 神用

07 許以闘姻。 乃賜

08 勅以丘為名， 既稟承尚之旨，

09 帝崩．事党寝。 起家為匠師上士。 周鼎将

10 遷。時 盛引英僚。

11 幹心腎

12 縣開國男．

13 開皇元年，

l4 

15 

16 攀栢

17 

18 

19 

⑳己，

21 之為也。 邁疾卒於京師太平坊舎。

22 哀哉。君州里之偶民，

23 聖之君。 不其惜乎。

24 丁酉朔廿四 稔也。哲昆上儀同攣

25 史・西河公濠

26 

27 

28 

29 

30 日，
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北周宗室の婚姻動向

楊文慈は，西魏・北周の功臣で『周害』巻22に立伝されている楊党の子である。正史に彼

の記録は無く，墓誌によってその存在が明らかとなった。彼の兄には楊文思（「隋書J巻48・慕

誌）・楊紀（「楕書』巻48・硲誌）・楊矩（硲誌）の三人が確認されている匹）。 i楊文慈硲誌1の

(2行目）には，

本名恵，輿皇弟膝王同字，詔改焉。

本名は恵，皇弟膝王と字を同じくす，詔して改む。

とあり．本名は楊恵であったが，附の文帝の弟の楊珊（一名は慧＝恵・『附害J巷44)と同姓同

名であったため，詔によって改名させられたことが記されている。

楊文懸の経歴をみると．彼は廃帝2年 (553)に生まれ，建徳年間 (572.3-578.3)に匠師上士

で起家した後．墓誌の9~11行目に，

大象云季，周鼎将遷。時皇上道蔽賓門，功深納麓，顎開覇郎，盛引英僚。調為大丞相府士

曹。定幹心腎，陣勤薄領。大象二年，第二兄上開府上明公，

國男，蓮以授公。

大象云に季にして，周鼎将に遷らんとす。時に皇上（隋文帝）．道は夜門（野オを推挙する機
さか

構：出典は「尚書J舜典）を謁んにし．功は納麓（大政を総覧すること：出典は「尚書」舜典）に

深く，肇めて覇郎（＝覇業）を開き，盛んに英僚を引く。調されて大丞相府士曹と為る。
まこと

筵に心行に幹え，騨に薄領（＝苅領）に勤む。大象二年，第二兄上開府上明公，周静帝登

極して普＜爵を賜い，石城縣開國男は，迎して以て公に授く。

とあるように，大象2年 (580)に楊堅が大丞相に就任した際，その硲僚である丞相府士曹参

（正三命相当？）｛部）に登用された。その後，兄の上明公楊紀から封爵（石城県開国男）を回授

されている。隋建国後は，通事舎人（従6品）（31)に就任し，普安県男に封じられている。しか

し，開皇7年 (587)に爵(38)の喪に服した後，

磋乎， 党以免蹄。雖累誤在物，悠尤非己，自以冠一免，不可再襲。
ああ

磋乎， 党に以て免紺す。累誤物に在り，思尤己に非ずと雖も，自ら以えらく
ぬ

冠ーたび免げば，再び襲うぺからず(39)0 

とあるように理由は不明だが連座によって免戦されている “0)。彼は開皇9年 (589)4月に長

（京師太平坊）において 37歳（満年齢では 36歳）で没し，仁爵4年 (604)3月に弘農楊氏の
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る

している

•窟州刺史・ が

(2) 北周明帝による弘農楊氏との婚姻計画

7~9 

り。 し，
攣

の儀を降すを仔つ。

の

党に寝む。

ここには．北周の二代皇帝明帝（在位557彙

つにか．明帝没後に中止されたこ

し，

いる“)。かりに権力者であっ

こ う。

では，なぜ明帝は楊文懸と通婚しようと

であり，明帝期 (557.9-560. 4)にはまだ幼く，

ろうか。楊文懸の生年は廃帝2

いう能力評価は，通婚理由と ら―

れない。この通婚計画には当時の政治状況が関係していると思われる。北周では，

(557)正月の建国以来，宇文泰の甥の宇文護が実権を掌握してきた。同年9月に宇文護が孝閲

帝を廃して明帝を擁立した後，明帝は麟趾殿の開設・儒者の尊重といった文治主義的政治姿勢

4薔

とあるように，明帝は明帝3

月，

正月 うけて，親政を開始した。同年8

などの皇帝権強化を図った6こう

した可能性がある。

していたこともあり，

うち，
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北周宗室の婚姻動向

関中漢人郡姓のうち，河束膵氏・河東柳氏・京兆芹氏などは宇文氏を賜姓されており“叫同

姓不婚の原則によって通婚不可能であった。これに対し，弘罠楊氏は越勤氏を賜姓されており，

通婚可能であった(47)。また．胡族と通婚していたこと（楊倹と羅氏，楊倹の娘と買栄定，楊党の娘

と述笑臭）（48）も一因になったと思われる。

しかし．より大きな要因として，弘農楊氏の政治的位置が影唇しているであろう。文献史料・

石刻史料をもとに作成した「西魏・北周期弘農楊氏系図」を参照しながら，西魏・北周初の弘

農楊氏の状況について確認してみたい“9)。西魏・北周に仕えた楊氏の中で最も著名な系統は，

北魏末の六鎮の乱の際に恒州刺史であった楊鉤の子の系統（附代の越国公楊素にちなんで越公房と

称される）である。なかでも楊倹・楊寛兄弟は西魏に仕え．地方官・大丞相府幕僚として活躍

した。楊倹は東秦州刺史・大丞相府諮議参軍・都督東薙華二州諸軍事などを歴任し，大統8年

(542)に没した知）。楊党は湮州刺史・束荊州刺史・南凹州剌史や大丞相府司馬を歴任し，

進攻な し，尚書左僕射・廷尉卿に就任した。北周建国後，明帝期に大将軍となり，明

帝3年 (559)5月の吐谷邪攻撃では賀閾祥に従って功績をあげ，小家宰（天官府副長官）・御正

中大夫（天官府・皇帝の顧問官）（51)に就任した。また武成 2年 (560)には麟趾殿で経籍を参定し

ている。越公房の本宗は甥の楊敷が継いでいたものの．西魏後半期・北周初には楊寛が実質的

にリーダー格となっていた。そのほか西魏時代には，楊倹・

黒曹参軍に，楊倹の子の楊□（文偉？）が宇文泰の内親償・大丞相府参軍に，その弟の楊褒が
なったように，一族から宇文泰の幕僚・近侍（親信）を数名釈出していた(52)0

このように西魏時代の弘股楊氏（越公房）は．宇文泰の側近・幕僚を多数輩出し．地方官・

軍事指揮官として活躍していた。その背景には，楊氏の本拠地である華陰（東薙州→554年華州

と改名）が．宇文泰の覇府が置かれた華州 (554年同州と改名。現在の快西省大窃）に隣接してお

り，束魏・北斉との国境付近に存在していたことがあげられる。宇文泰は，郷兵を率いる弘罠

楊氏の影鰐力を考慮して，彼らを幕僚として取り立てたのであろう。

上記の検討を踏まえると，明帝は西魏時代の弘農楊氏の活躍・楊党の功紹・地位・姓（越勤

1
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姓）・婚姻関係などを考慮した上で，楊文慈との通婚を計画したものと思われる。

では，武成2年 (560)4月の明帝没後．楊文懸との通婚が中止された背景は何であろうか。

まずあげられる要因が，楊文慈の父の楊寛が．明帝死去の翌年 (561)の梁州総管就任後，同年

中に死去したことである知）。この時，楊文慈も含めて楊寛の子はまだ若年（文思 542 生•紀 546

生・矩549生）であった。そのため楊氏の影孵力が低下した可能性が考えられる。

また，もう一つの要因として，明帝の皇帝権強化に対し，宇文護が不快感を抱いていたこと

があげられる。両者の緊張関係は次第に高まり，武成2年 (560)4月，明帝は宇文護によって

毒殺されてしまった。結局，明帝が親政を行った期間は，明帝3年 (559)正月から武成2年

(560) 4月までの 1年4カ月にすぎなかった。明帝没後，武帝を擁立した宇文護は，

行政の実権を掌握した。これ以後，北周宗室の婚姻も宇文護が取り仕切ったと考えてよい。彼

は関中漢人郡姓との関係強化の必要性は認めても，明帝主導の通婚は承認したくなかったので

はないだろうか。宇文護は．武成2年 (560)時点で楊文懸が幼く，翌年に楊寛が死去したこ

とをうけて，楊文慈と宇文氏の通婚を中止したものと思われる。その後，弘農楊氏と北周宗室

の通婚は行われなかった。

楊寛没後，楊氏がどのような官職に就任したのか確認しておきたい。楊寛の子や甥などの官

歴をまとめると第4表のようになる。楊寛の甥の楊敷は，保定・天和年間に司水中大夫

府•水運）・司木中大夫（冬官府・木工）などを歴任したが，天和 6 年 (57l) の扮州刺史在任中

に北斉と戦って捕虜となってしまった四。「隋書J巻48・楊素伝には，

武帝親綽萬機，素以其父守節附齊，未蒙朝命，上表申理。帝不許．至於再三。帝大怒，命

辱斬之。素乃大言日「臣事無道天子，死其分也。」帝牡其言．由是贈敷為大将軍，訟日

忠荘。拝素為車騎大将軍・儀同三司，漸見穏遇。

武帝親ら萬機を線ぺるや， 其の父節を守り齊に陪つるも，未だ朝命を蒙らざるを以て，

上表して理を申す。帝許さず，再三に至る。帝大いに怒り．左右に命じて之を斬らしむ。

して日く「臣，無道の天子に事え，其の分に死するなり」と。帝，

とし．是に由りて敷に贈りて大将軍と為し，訟して忠牡と日う。

儀同三司と為し，漸く祖遇せらる。

して車騎大将軍・

とあり，建徳元年 (572)の武帝親政後も楊敷に贈官・溢がなされていなかったことが記され

ている。宇文護の幕僚（中外府記室参軍→礼曹参軍）で起家した楊敷の子の素は，武帝親政後も

車騎大将軍・儀同三司に留まっていたが，北斉進攻に功績をあげ，司城下大夫（駿掌不明。紅

誌は司成下大夫：束宮官）•治束楚州事（経誌は束楚州総管）に就任した偲）。しかし，中央の要識

に就くことはなかった。楊党の甥の楊休・楊□（文偉？）・楊弄・楊認・楊拙や楊寛の子の楊文
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北周宗室の婚姻動向

第4表楊氏（楊喧4食・寛の子孫）官歴表

嚢I 名 1生年 1
歴 任 官 戟 I 出典

西 魏
I 
宇文護執政期 I武帝・宣帝期 楊堅期

左士郎中・嗣部郎中・
載師下大夫・蒙州刺

敷 I不明 I大丞相府墨曹参軍・ 史・司水中大夫・快 I没 I没 I周34
廷尉少闘

州総管府長史・司木

中大夫・扮州刺史

I 時期不明：口州刺史 梨269

給事中・敷城郡守・
没 I没

行軍府採

素 | - 中外府記室・礼曹参 司城下大夫・

軍 束楚州事

喧口操

I 550 I- 華州主簿

551 時期不明：右侍・ ・右侍伯・

戻 556 華州主簿

実 555 司齋下士

宋王府参軍

武平王採•武郷県令 不明 不明 不明 羹276

宇文泰内親信・大丞
梨274相府参軍・治書侍御洪和郡守・大寧防主廊州刺史・河源 没

史・華州主簿 鎮将 楊文偉？

宇文泰親信

内（中）書舎人
即 r入フ

時期不明：博陵太守・淮安鎮将•新察太守・建安太守・ I梨 107
広州刺史・霰州刺史

中御上士 衛王府記室参軍 没 石文研

儀同三司・散騎常侍 I治刺武史都太守・治翼州 朔州刺史・果毅 隆州剌史 罰48
下大夫 梨383

魯山防主・安州
附48

右侍・右滸炉上士 ！総管府司録・虞 不明
梨228

部下大夫

陳王府屈・左折

衝•左侍伯上士•I洛陽郡守 I梨382
洛閤郡守

宜□矩 545593 
匠師上士 1大丞相府士曹 I梨226

参軍

周：「周舌JFり：「粋丙J数字は巻数
虻：王其枠•周暁薇主編「m代墓誌銘梵考」（線装内局， 2007 年） 数字はNo
千：呉綱主編「全店文補遺•千眉誌斎新蔵也耕J （三秦出版社， 2006年） 数字は頁数
王論文：王炭衛・王姐「隋代弘農楊氏続考―ー以紐誌銘為中心＿」（「碑林集刊」 l2.2006年）
石文研：未報告。明治大学束アジア石刻文物研究所所蔵拓本を実見した。
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お

どに留まって

るヽことか

では，そ

したい。

における

け

大家宰

どのようなものだっ

し，

し，

3年 (559)正月から武成2年 (5印） 4月までは明帝が親政を行ったが．

2 年 4 月の武帝即位後，行政府の六府（天官•地官・春官書夏官・秋官•冬官）を天官府に隷属さ

せ．軍事・行政を掌握し，天和7年 (572)3月に武帝に誅殺されるまで実権を握り続けた。

第5表は宇文護執政期における北周宗室の婚姻関係を示したものである。これを見ると宇文

護の娘婿となったのは．胡族系元勲の子謹の孫子顕・述笑武の息子逹笑果と，関中漢人郡姓の

る。

たの

「八柱国クラ

その後，太

などに就任し，元黙として重きをなし，天和3年 (568)に76

の元懃 (6人）のうち，李虎憚｝は大統17年 (551)に．李弼は明

しており，趙貴・独孤信は北周初に粛清され．宇文護執政期に生存してい

った。そのうち，侯莫陳崇は保定3年 (5郎）に自殺させら

ラ

•官僚のまとめ役）をつと

など

どに功績をあげ，

し，西魏におい

ラス」になった人物である。北周で

と

（三公）な

5年 (570)に67
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北周宗室の婚姻動向

第5表宇文護執政期における北周宗室の婚姻動向

宇文氏 婚姻相手

三
阿史那氏（皇

后）

扉汗氏

武帝 l 泰の子「一一—
測氏

砕氏

鄭氏

宇文憲 I泰の子 I豆虚氏（妃）

時期

周代

)•河南洛阻 I祖父：子謹1周代

胡（鮮卑）・代（所城鎮？）逹笑武 周代？

出典

周 23

宇文氏紐誌(&I)

陪60

北周七女碑

I突蕨 568年 I周9

胡•宮女 不明周 13

漠姓•宮女 不明周 13

漢姓•宮女 不明周 13

漠姓•宮女 不明周 13

胡（鮮卑）・昌黎（柔玄鎮） 豆虞永恩 明帝期 I北68

宇文倹 I泰の子I陸須蜜多（妃） i漢・呉郡（長安？） 陸通 565年 1
灰 16 歩六孤

須蜜多硲誌

宇文招 I泰の子
賓熾買含生

魯氏

李氏（妃） （高平鎮） I李賢

口漢・薙州扶風•宮女
楊瑣 胡？・弘農華陰（朔州）

賀抜緯

叱羅金剛

胡（鮮卑）・神武尖山（武

川鋲）

胡・代郡

周：「周円」 桁：r陪書J北：「北史」 数字は巻数

楊忠

賀抜

叱羅協

灰：灰信撲・悦瑶注・許逸民校点「庚子山集注」（中華書局， 1980年） 数字は巷数

560年 1庚 l6

不明周 13

三
周代I周 14

566頃 I宇文倹硲誌

蘇威妻宇文氏硲誌：王其悼・周院薇主編「楕代硲誌銘梵考」⑤（線装書局， 2007年） No.484
歩六孤須密多硲誌：毛遠明校注「漢魏六朝碑刻校注J10冊（線装書局， 2008年） No.1378
馬称心紅誌：「閉代笈誌銘飲考」⑤No.417
宇文倹硲誌：r決魏六朝碑刻校注JIQ冊No.1391

宇文泰の娘婿となっているにも関わ 達笑武の第六子果に娘を嫁がせ，逹笑武の旧爵を回

じ， りも早く開府儀同三司に任じている。

宇文泰の娘が嫁いでいる子氏と逹笑氏に，自分の娘を嫁がせたのは，宇文護に協力的であった

と逹笑氏との関係をより強固なものにするためだったと考えられる。

次に関中淡人郡姓（武功蘇氏）の蘇威についてみていきたい。蘇威の父蘇綽は，宇文泰の側

近として厚く信頼され，六条詔書を作成するなど西魏の制度整備に貢献した人物である。しか

し，軍事的功紐は殆どなく，大統 12年 (546)に没している位）。西魏時代に宇文氏と漢人郡姓

の婚姻が殆ど見られなかったのに対し，宇文護は西魏時代に軍事面で功績をあげていない蘇綽

121 



会田

の子の蘇威に娘を嫁がせているのである。西魏時代に蘇綽の果した役割が大きかったこと，武

功蘇氏が関中漢人郡姓に影響力を持っていたことから．宇文護は関中漢人郡姓の取り込みを図っ

て蘇威と通婚したものと思われる知）。

(2) その他の北周宗室の婚姻動向

続いて，宇文護以外の宗室の婚姻動向についてみていきたい。まず，武帝の皇后についてみ

ると，西魏の文帝と同様に北方遊牧民との関係を深めるため，突廠の木抒可汗の娘（阿史那氏・

l7歳）を姿っている。突蕨と宇文氏との婚姻は，西魏時代から計画されていたが，突廠の変心

により先延ばしになっており，北斉との激しい駆け引きを経て，北周の熱心な要請によっ

和3年 (568)に実現したものであるm)。この結果，北斉は北周と突蕨の共同作戦を苔戒せざ

るを得なくなってしまった⑮。突蕨の存在感の大きさを示す婚姻事例である。

宇文護執政期には，宇文泰の娘と賀抜緯（賀抜岳の子）・楊瑣（楊忠の子），宇文憲と豆慮永恩

の娘宇文招と賓含生（賓熾の娘 •9 歳），宇文逹と李賢の娘の婚姻に代表されるように，西魏

時代と同様胡族系元勲との通婚が主流である。宇文憲は婚姻時に 15• 6歳，宇文招も 10代

前半である。当時の男子の婚姻年齢は 15歳程度（胡族系はさらに早婚）であり偲），宇文氏の婚姻

年齢が特別若いわけではない。しかし，婚姻相手の選択に彼ら自身の意向が反映したとは考え

られず，実権を握っていた宇文護の指示とみてよい。楊忠•賓熾は「十二大将軍クラス」であ

り，豆慮永恩の兄の豆虞寧と李賢の弟の李遠も「十二大将軍クラス」である。このことから，

宇文護が胡族系元勲との関係強化を図っていたことがわかる。このうち武川鎮関係者の子は．

宇文泰の娘を要った賀抜緯と楊讃のみであり，武川鎮関係者を優遇した様子は窺えない。

宇文逹の岳父にあたる李賢は．「十二大将軍クラス」の李遠の兄である。李遠の子の基には，

西魏時代に宇文泰の娘（義帰公主）が嫁いでいた。また．李賢・李遠兄弟は宇文泰に信任され，

李賢は宇文凪（宇文泰4子・後の武帝）•宇文憲（泰の 5 子）を養育したことがあった知）。李遠も

「周書J 巻 25• 李遠伝に，

太祖又以第十一子達令遠子之，即代王也。其見親待如此。

太祖又た第十一子述を以て遠をして之を子とせしむ，即ち代王なり。其の親待せらること

此の如し。

とあるように宇文逹（泰の 11子）を投育している。しかし．李遠は北周建国後の孝OO帝元年

(557) 9月に，宇文護暗殺計酉に連座して自殺させられてしまい，宇文泰の娘婿であっ

も保定元年 (56l)に没してしまった。宇文護執政期に．李遠に養育された宇文達に李賢の娘が

嫁いでいることは．北周初に崩れた李氏との関係を再び強化する目的があったものと思われる。
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ことか

ま

る

この

り警

とは

ろう。

また婚姻関係ではないが，

こと

（富平公主）としている

り．西魏におし

てい

ここ

つと
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北周宗室の婚姻動向

なお，宇文護執政期も婚姻面で武川鎮関係者を優遇した様子は見られなかっ

クラス」の元勲のうち，武川鎮出身の趙貴・独孤信が孝閲帝元年 (567)

も保定3年 (563)に自殺させられている点に注意すべきであろう。

4.武帝親政期・宣帝期における北周宗室の婚姻動向

(1) 武帝親政期

しろ，「八

され，侯

次に武帝親政期 (572.3-578.6)の婚姻動向（第6表）をみてみよう。武帝は天和 7年 (572)3 

月に宇文護を誅殺し，建徳と改元して親政を開始した。この時期には，楊堅（楊忠の子）の娘

（麗華）を皇太子賛の正妃とし，子象賢（子饉の孫）に武帝の娘（義腸公主） している。楊

堅の弟の楊瑣には，宇文護執政期に宇文泰の娘（順陽公主）が降嫁しており，子象賢の兄の子

は宇文護の娘が諒いでいた。武帝は既に宇文護執政期に通婚していた胡族系元煎の一族と

しているのである。また．年代が明確でないため武帝親政期と断定できないが，宇文

氏の近親である胡族系元勲の尉遅綱・賀閲祥・閻慶の子に．明帝・武帝の娘を降嫁し．親族間

第6表 武帝・宣帝親政期における北周宗室の婚姻動向

宇文氏 婚姻相手の本貫（出身

宣帝 1武帝の子陳月儀（塁后） 胡？・穎｝［I?（北斉系）

元楽尚（皇后） 胡（鮮卑）•河南洛阻

尉遅繁熾（皇后） 胡（鮮卑）・f

静帝 宣帝の子 司馬令姫（皇后） 淡？ •河内（北斉系）

河南公主 明帝の娘 尉遅敬 胡（鮮卑）・代（武川鎮） 尉遅網 不明 周20

宇文氏 明帝の娘 賀蘭師 胡（鮮卑）・代（武川鎮） 賀閲祥 不明 周20

消都公主 武帝の娘 閻砒 胡•河南河陰（雲中） 閻炭 572年？ 周20

周15 禽昌伯

義陽公主 I武帝の娘 子象賢 胡 •河南洛阻 子定 妻宇文氏硲誌

子謙紅誌

宇文氏 某帝の娘 賀若簡 胡（鮮卑）・代 買若敦 不明 賀若原沈硲誌

宇文逹 泰の子 渇小憐（妾）（78) 北斉後主の淑妃・従婢 577年 周13•北 14

宇文温 亮の子 尉遅繁熾 胡（鮮卑）・代（武川鎮） 机父：尉遅冠 不明 周9•北 62

周：「周書」 北：「北史」 数字は巷数

禽日伯妻宇文氏硲誌（拓本・録文）：r翔代硲誌銘梨考J@No.196 
子謙紐誌（咸亨4年（673)作）：氣買澤保規編「新版肝代経誌所在総合H録（増訂版）」（汲古舌院， 2009年） No.1325

＊硲誌には「祖象賢，周討馬都尉・尚義閣公主……禽昌縣公」とある。

買若般枕窮誌（龍朔2年 (662)作）：焚波「（元和姓箕）所記賀若誼・買若弼家族世系舘正」 (r碑林集刊」 15,2009年）

＊硲誌には「付祖敦……祖簡周防馬都尉・閉右衛大将軍」とある。買若敦は保定末頃賜死しており，建徳初年に名

抒回復している。武帝親政後に武帝か明帝の娘を粋嫁された可能性が科い。
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の関係強化を図った可能性がある。

ここで注目したいのは，武帝が建徳2年 (573)9月に楊堅の娘（罷華・ 12歳）を皇太子賛 (14

歳）の正妃に迎えていることである。それまで北周では外戚が影響力を持つことはなかった。

初代皇帝孝閲帝の岳父である西魏の文帝は北周建国時に既に没していた。二代皇帝明帝の岳父

の独孤信（武川鎮出身）は，北周建国直後の孝閲帝元年 (557)3月に自殺させられていた。三

代皇帝武帝の岳父は突廠の木抒可汗であり，北周の外戚として勢威をふるうことはなかった。

このような状況下で．武帝は胡族系元勲の楊氏から皇太子妃を迎えたのである。建徳 2年

(573)当時，楊忠は既に没しており，楊堅が後をついでいた。楊堅は左小宮伯下大夫（禁衛）・

翔州刺史などを歴任していたが，未だ功績をあげていなかった。武帝は宇文護執政期に武帝の

妹（順揚公主）と通婚していた胡族系元懃の楊氏の影孵力を考慮し．関係強化を図って楊堅の

娘（屈華）を皇太子妃に迎えたものと思われる その総楊堅は北斉進攻に功績を立て，建

6
 

(577) 定州総管・ どを歴任したが， した

地位に就くこともなく， う機会もなかった⑱）。しかし，宣政元年 (578)6月に武帝が

没して皇太子賛（宣帝）が 19歳で即位すると，楊堅は大司馬（夏官府長官）や四輔官（大象元年

正月設置の最高官）である大後丞・大前疑などを歴任し．権威が増大化した(81)。これが後の楊

堅による北周紅奪につながるのである。

(2) 宜帝期

宜政元年 (578)6月に武帝が没すると皇太子賛が 19歳で即位した。宣帝の治世 (578．6-580.5)

は短いため，婚姻動向に関する情報も少ない。しかし，特筆すぺき点として宣帝の複数皇后制

（第7表）があげられる。宣帝は大象元年 (579)2月に，皇帝位を息子の術（静帝）に譲り，自

らを天元皇帝と称した後，次々と皇后を冊立し，最終的に皇后であった楊罷華（楊堅の娘）を

天元大皇后．妃の朱満月（南朝出身）を天大皇后．陳月儀（北斉系武人の陳山提の娘）を天中大皇

元楽尚（元晟の娘）を天右大皇后，尉遅繁熾
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名前
宜政元 (578)

閏6月

楊麗華 皇后

朱満月 妃 天元帝后 同左

陳月儀 徳妃

元楽尚 箕妃

尉遅繁熾 同左 同左 同左

r周四J 巻 7• 宜帝紀「周四」巷 9• 皇后伝を参照して作成

このうち， は．

なり，

（系統不明）であり苓

り，

ことである。宣帝は北斉系の取り

だろう

このこと

したのではない

18 • 

（其の自序しか云う）」とあり，『北

2
 

し

ることから，

ものと思われる。ただし，

有美色。

進后入宮，

も

していることから，北斉系官僚にどこま

うち，最も遅く皇后となっ

きたかは不明であ

9. 
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美色有り。 宗婦の例を以て入朝し，

亮の謀逆するに及び，帝．温を誅し．后を進めて宮に入れ，

大象二年三月．立てて天左大皇后と為す。

とあるように管 ラ の孫 で，

（宇文泰の甥の導の孫） つ つ

2 

14 

ら

しか ることによって，

ことになったのであ 「隋書』 1・
とあるように，

つ］こマ…。しかし， a口万示り課氏• nj馬仄し⇔は．北周の胡族系元煕に対する影鰐力が

「十二大将軍クラス」

（四輔官の一つ）

いだろう

り， も強かった 大象2 (580) 5月 21 

で没し，楊堅が北周の実権掌握を図ると，尉遅逍は相州で挙兵している

なお，西魏•宇文護執政期に通婚していた突廠は，建徳元年 (572) に木抒可汗が没し，他鉢

可汗が即位すると，北周との友好関係を維持する一方で，北斉との関係強化も図った。さらに

北斉滅亡後の宣政元年 (578)には，突廠に亡命してきた高紹義（文宣帝第三子）を擁立し北

している叫大象元年 (579)以降，

可汗の甥・

らないう
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北周宗室の婚姻動向

してしまった。 2年 (580)5月に北周の実権を捏った楊堅は． し，尉遅

逍と突廠の連携を防ぐために，他鉢可汗とは別に降嫁を求めていた摂図のもとに，千金公主を

その結果．楊堅は周隋革命を有利に進めることができたのである。

以上の婚姻動向をまとめると次のようになる。武帝は親政開始後，宇文護執政期に既に通婚

していた胡族系元勲に対し，再度通婚して関係強化を図った。皇太子妃の選定に際しては，そ

の影響力を考慮して胡族系元勲の楊堅の娘を選んだ。一方，宣帝は複数皇后制をしき，北斉系

も視野に入れた婚姻を行った。また，楊堅に対抗するため，宇文泰の甥の尉遅逍の孫娘を天左

とした。なお，この時期には関中漢人郡姓との通婚は確認できない。

おわりに

本稿での検討をまとめると次のようにな

① 西魏宗室は，山束貫族との通婚を重視した北魏後半期 り，西魏の安定化を図って

宇文氏・胡族系元勲•関中漠人郡姓と通婚した。一方，宇文泰は胡族系元勲との通婚を重

視し，関中漠人郡姓や入関山束貴族とは通婚しなかった。宇文泰は，関中漠人郡姓（砕・柳・

芹）や入関山束貴族（柑・鄭）に宇文姓を賜姓することで関係強化を図ったものと思われる。

北周の明帝は，閃中漢人郡姓との通婚を図り，功紹・地位・同姓不婚の原則・婚姻関係

などを考慮して，弘悶楊氏（越公房）の楊寛の子の楊文慈を選んだ。しかし，明帝没後，

実権を再掌握した宇文護によって明帝主専の婚姻計画は中止となった。なお，北周時代の

楊氏は，地方官や軍事関係の中堅官僚となるに留まり，権力中枢で活躍する人物は輩出し

なかった。

宇文護は胡族系元勲との通婚を重視し，なかでも宇文泰と通婚していた子氏・逹笑氏・

李氏と再度通婚し，関係を強化した。また，胡族系元勲を重視する一方で，婚姻・養子に

よって，関中漢人郡姓・寒門出身の側近・入関山束貴族との関係強化も図っ

④ 武帝親政期には，宇文護執政期に通婚していた胡族系元勲と再度通婚することで政権の

安定化を図った。一方，宣帝は複数皇后制を敷き，胡族系元勲のみならず，北斉系も視野

に入れた婚姻を行った。また，楊堅に対抗するために宇文泰の甥の尉遅逍の孫娘を天左大

皇后に迎えた。なお，武帝親政期・宣帝期に関中漠人郡姓との通婚は見られなかった。

•北周の宇文氏は，先行研究が指摘するように胡族系元勲と緊密な婚姻関係を結んでい

た。しかし，「八柱国十二大将軍クラス」の趙貴・李虎（李淵の祖父）・侯莫陳氏（順•崇兄弟）・

王雄との通婚が見られなかった。このうち，趙貴・李虎・侯莫陳氏は武川鎮出身者である。ま

た，西魏前半に没した元勲のうち，武川鎮出身者である念賢・寇洛・梁禦・王徳・雷紹とも通

婚していない。既に第一章第二節で検討したように，宇文泰は武川鎮を中心とする通婚関係や

交友関係に頼っていないのである。北周建国後も婚姻面で武川鎮関係者を優遇した形跡はなかっ
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た。北周時代には武川鎮出身者の賀蘭祥・尉遅逍・尉遅綱（逍の弟）との通婚が確認できるが．

その通婚理由は宇文泰の外甥であり．親族間の関係強化を図った点に求められる。むしろ．北

周建国後に「八柱国クラス」のうち，武川鎮出身の趙貴・独孤信が粛清され，侯莫陳崇も自殺

に追い込まれているのである。こうした点から，宇文氏は武川鎮出身の元煕との婚姻を通じた

関係強化に消極的であった可能性が高い。

また，宇文氏は単に胡族系元勲との通婚を重視していただけではなく，政権甚盤を安定化す

るために，宇文泰•宇文護•武帝と権力者が変わるたびに，子氏・逹笑氏・楊氏・尉遅氏・

氏（李遠系）•賓氏などの「八柱国十二大将軍クラス」の胡族系元懃と繰り返し通婚し，関係強

化を図っていた。裏を返せば，それだけ胡族系元勲の動向に神経をとがらせていたことを意味

していよう。実際，宣帝没後，楊堅によって帝位廷奪が行われてしまった。また，胡族系元勲

との関係強化を図っていたにも関わらず．子氏•李氏·賓氏など多くの胡族系元勲が楊堅を支

持しており竺胡族系元勲との通婚が，北周の存続に結びつかなかった様子が窺える。今後，

西魏•北周から周隋革命にかけての胡族系元勲の動向についても考察する必要があろう。

一方，胡族系元勲との関係強化を優先したことや，関中漢人郡姓・入関山束貴族に宇文姓を

賜与したこと（同姓不婚）などにより，北周宗室は漢人郡姓と緊密な婚姻関係を築くことがで

きなかった。明帝は弘農楊氏との通婚を計画したが実現に至らず，宇文護は蘇威と通婚したが，

それ以上．関中漢人郡姓との通婚を推し進めることはなかった。西魏•北周時代には弘農楊氏

や博陵柑氏のように，関中漢人郡姓・入関山東貴族と胡族系元勲との婚姻事例も確認でき，胡

族系と漢人郡姓の間に婚姻を通じた紐帯が形成されつつあった四。宇文氏はその紐帯網に参入

することができなかったのである。

武帝親政期には漢人郡姓との通婚が見えないのみならず，宇文護執政期に漢人郡姓の子弟の

就官先となっていた都督中外諸軍事府を廃止し匹），六官制下の中大夫を一律に廃止し，漢人

郡姓の就官先を減少させてしまった。さらに建徳3年 (574)には廃仏を断行している。その

ため宇文氏と漠人郡姓の間の紐帯は，急速に薄れてしまった可能性が考えられる。実際，牟氏・

柳氏・楊氏・柑氏•鄭氏といった漢人郡姓の多くは，北周末の楊堅の帝位紅奪に際し，楊堅支

持に回っている。

隋建国後，隋宗室楊氏は，胡族系元勲の賓氏・宇文氏（北周宗室とは別系統）•長孫氏・

氏•李氏（李弼系）などと通婚する一方で，関中漠人郡姓（京兆茸氏・河束柳氏）・後梁鷲氏

朝系：北周の愧儡政権）・入関山東貴族（博陵柑氏）とも積極的に通婚するようになった紐）。これ

は北周宗室の偏った婚姻動向を見直し，胡族系元勲と漢人郡姓の両方と，婚姻を通じた緊密な

関係を構築しようとしたものと思われる。

なお，本稿では胡族系元勲の影響力を強調してきたが，その影唇力の根源に存在していたと

考えられる軍事力については，検討できなかった向。今後の課題としたい。
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注

(1) 前島佳孝「西魏・八柱国の序列について一ー店初編纂奉勅撰正史に於ける店皇祖の記述様態の一

事例一」（『史学雑誌』 108-8,1999年），山下将司「店初における「貞観氏族志」の編額と八柱国

家の誕生」（「史学雑誌Jlll-2, 2001年）参照。

(2) Albert E. Dien "Biography of Yu-wen hu" (University of California Press, 1962)，高蘊華

「宇文護述論」（「北朝研究J1992-3)，雷依群「北周史稿』（映西人民教育出版社， 1999年），山口

正晃「北府の武帝一ー楕唐帝国の先駆者一ー」（「古代文化』 52-8,2000年），榎本あゆち

北周の御正について」（「名古屋大学束洋史研究報告』 25,2001年），加藤国安「越境する炭信 そ

の軌跡と詩的表象』（研文出版社， 2004年）など参照。呂春盛『閃隙集団的権力結構演変―ー西魏

北周政治史研究一』（栢郷出版社， 2002年）は，宇文護についてはマイナスイメージでとらえて

いる。しかし，武帝については，華北統一の功紐を認めつつも，権力の狭窄化が進行し，廃仏政策

で人心を失った可能性を指摘している。

(3) 川勝義雄「魏晋南北朝』（講談社学術文庫,2003年，初出 1974年） 408-409頁参照。

(4) 宇文護執政期の再検討については，拙稿①「北周「叱羅協墓誌」に関する一考察―ー宇文護時代

再考の手がかりとして＿」（「文学研究論集J〈明大・院〉 23,2005年），拙稿②「北周

からみた宇文護執政期の仏教政策」（氣賀澤保規編「中国石刻資料とその社会一—北朝陪唐期を中

心に一一』汲古杏院， 2007年），拙稿③「北周宇文護執政期再考＿宇文設麻僚の人的構成を中心

に＿」（『集刊束洋学』 98,2007年）参照。なお，胡族系元勲とは，西魏北周期の功臣のランク分

けを行った藤堂光顕「西魏北周期における「等夷」関係について」（「名古昆大学東洋史研究報告J

8, 1982年）の成果を踏まえ，主に北鋲出身者を中心とする「八柱国十二大将軍クラス」（藤堂氏は

A•B グループとする）の元勲をさす。彼らは胡族または胡化した淡族であることから，本稿では

胡族系元勲という川語を用いる。「勲貫」という用語は，「周書」・「楕書Jに一例も見えないことか

ら用いない。入閃山東貰族とは，北魏末の動乱により山束から関中に移り住んだ（入関）山東貴族

をさす。堀井裕之「唐•李百薬撰「柑仲方経誌」の分析―入関博陵粗氏の性格をめぐって一—」

（氣買澤保規編「中国石刻資料とその社会―北朝附唐期を中心に一』汲古害院， 2007年）参照。

また本稿では便宜上，関中漠人郡姓に河束の郡姓も含めた。

(5) 布目潮諷「店朝初期の唐室婚姻集園一ー公主の婚家先を中心として一ー」（『陪唐史研究』京都大

学束洋史出版会， 1968 年），佐藤賢「北魏後期における宗室の婚姻政策一—

けて一—」(「束洋文化研究J 12, 2010年）参照。

(6) 謝宝富「北朝婚喪礼俗研究J（首都師範大学出版社警 1998年）會長部悦弘「北朝陪唐時代におけ

る胡族の通婚関係」（「史林J73-4, 1990年）参照。

(7) 近年では，石刻史料の増加により，胡族系元煕と入閃山束貴族（博陵柑氏）との間に通婚がなさ

れていたことが判明している。前掲注(4)堀井論文参照。

(8) 前島佳孝「北周の宗室」（「中央大学アジア史研究」 34,2010年）．毛漢光「閃糊集団婚姻圏之研

究一ー以王室婚姻関係為中心―ー」（「中央研究院歴史語言研究所集刊』 61-l.1990年），楊翠微

2001年）

参照。

(9) 前掲注(1)山下論文は．「八柱国」という枠組みが唐代に創作されたとする。また，前島佳孝氏

は，西魏北周の柱国と国公について検討した結果，「八柱国十二大将軍」という括りが存在してい

なかったことを明らかにした。しかし，前島氏は西魏において柱国を拝受した人々と北周成立まで

拝受できなかった人々との間には明確な差述があったとする。そのため，「八柱国クラス」という

括り方を採川すると述べている。前島佳孝「柱国と国公一ー西魏北周における官位制度改革の一

駒一」（「九州大学束洋史論集」 34,2006年）。本稿も前島氏によって「八柱国クラス」「十二大将

軍クラス」と表記する。
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(10) 地理学・

(13) に自殺

- ←か虞A="‘望 "-'o
(15） 買氏が匈奴の紀豆陵氏であることは 「唐の建国と匈奴の費也頭」

とあり，複姓を称していることから胡族と思われる。「王患墓誌」については，楊

宏毅•賀述折「楕く王患僭妻賀抜氏硲誌》考」（「碑林集刊」 11, 2005年），王其樟・

① （線装書見 2007年） No.060参照。誂薇元「北朝胡姓考

は拓王氏を高問族とする。

(17) 司馬氏は北魏宗室と複数の婚姻関係があった。前掲注(5

北朝貴族社会と南朝からの亡命者一ー」 (r史学雑誌』 119-9,2010 

(18) 藤野月子「五胡北朝附唐期における和蕃公主の降嫁一その時代的特質との関連について一一」

（「歴史学研究J855. 2009年）参照。

元氏と宇文氏・ とにより．

ことがなかったとする。

ただし．実際には北周建国後元氏と宇文氏の権力闘争が発生している。孝

・独孤信

いる。

(20) 

還した。

(21) 前掲注(9)前島論文は，只熾を

「八柱国クラス」

李弼の一族が胡族であることは．

その子の願も徐州刺史となっており，

た時期や背景は不明である。丘乃敦願とそ

残され，天和4年 (569)

ラス」と同格とし警大統l3年（臼7)に没した若

(23) 李遠の一族が胡族であることは，前掲注(10)山下論文参照。
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(24) 前掲注(15)石見論文参照。

(25) 山下将司「新出土史料から見た北朝末・唐初間ソグド人の存在形態一ー固原出土史氏墓誌を中心

に＿」（「唐代史研究」 7,2004年）は，史寧がソグド系である可能性を指摘している。

(26) 「北史』巻65・劉亮伝に「劉亮，中山人也，本名道徳。父特真，位領人酋長。（劉亮，中山の人

なり．本名

文参照。

父は特真，位は領人酋長。）」とあり．胡族の可能性が砧い。前掲注(20)谷川論

(27) 「北周七女碑」の録文・拓本は，氣賀繹保規「唐法門寺咸通十四年（八七三）舎利供義をめぐる

一考察」（『駿台史学」 97,1996 年）参照。 1981 年に映西省法門寺の鈍楼が倒壊した際，北宋•罠

暦5年 (1054)作成の「普通塔記碑」 (90X90cm)が発見され，その碑側部分（残存部縦70X幅

15cm)に北周時代の題記が刻まれていた。文中に某氏の七子の名前と官職・妻についての記載が

あることから，「北周七女碑」と呼ばれている。「普通塔記碑」が正方形であること，南北朝時代に

子の名前・婚姻状況を側面に記す硲誌が散見されることから，北周の硲誌を再利用して作成された

可能性が高い。氣賀澤保規「中国法門寺成立をめぐる一考察」（「富山大学教狡部紀要人文社会科学

n」23-1,1990年）も，「北周七女碑」が紅誌である可能性に言及している。
銘文は次の通りである。「ロロロロロロロ儀同三司渭南縣ロロロロロロ魏□□□□□公之女 口
嫁宇文氏／口三子□□□略儀同三司束城ロロロロロ宇文周大祖文皇帝之女 女嫁宇文氏／D四子口
字光略大都督諾水□□□侯妻獨孤洲周大将軍晉原郡開國公之女 女嫁即秋氏／第五子臭字暉略大都
腎安□□□□侯妻越勤周大将軍華山郡開國公之女／第六子果字桃湯開府儀同三司高陽郡開國公妻宇

□□DD開□□D・彙．．．．」
既に氣賀澤氏によって魯第三子の義父が宇文泰，第六子の義父が宇文護警第七子の義理の祖父が

李穆であること，李穆が申國公に封じられた天和2年 (567)5月から，宇文護が誅殺された天和7

年 (572)3月の間に「北周七女碑」が作成されたことが判明している。

その他，第四子の義父の「獨孤邪周大将軍晉原郡開國公」は，北鎮出身の胡族で西魏に仕えて束

秦州刺史・洛州刺史などを歴任し，北周建国後に大将軍・小司空となった独孤渾貞である。「独孤

揮貞禁誌」によると．彼は武成2年 (560)に没しており，碑の作成時には故人であった。「独孤邪

貞禁誌」の拓本・録文は毛遠明校注「漠魏六朝碑刻校注J10冊（線装舌局． 2008年） No.1343

参照。第五子の義父の「越勤周大将軍華山郡開國公」は．西魏北周の功臣の楊党である。

咎22・楊寛伝参照。正史には楊党が越勤氏を賜姓されたという記事は見えないが．「古今姓氏杏翔

證』巷 13・十陽（上）・楊に「後周臨沿公楊男，姓越勒氏」とあり，楊党の甥の「楊男（敷）」が

「越勒」（勒は勤の誤字）を賜姓されたことがわかる。近年．越勁氏を称する弘炭楊氏の葛誌が二例

（「楊採硲誌」・「楊戻慕誌」：楊党の甥楊敷の子）発見されており．弘悶楊氏に越勤氏が賜姓されて

いたことが確認できる。「楊採硲誌」と「楊戻絡誌」の録文は，呉綱主編「全唐文補遺・千唐誌斎

新蔵専輯J（三秦出版社． 2006年） 445-446頁参照。また．「賀蘭祥硲誌」には．武成元年 (559)

の吐谷渾遠征に参加した人物名が列学されており，その中に「大将軍越勁窪」が見える。楊究は明

帝期に大将軍を拝し．吐谷渾遠征にも参加していることから．ここに見える越勤寛は楊寛を指す。

「買蘭祥虹誌」の拓本・録文は，『漢魏六朝碑刻校注J10冊No.1346参照。

従来．「北周七女碑」の一族については，「北周七女碑」が法門寺から発見されたことから．西魏

末に阿育王寺（後の法門寺）を建造し，西魏宗室のまとめ役を担った「＋二大将軍クラス」の拓抜

育の一族ではないかとされてきた。しかし， 1982年に侠西省長安県大兆郷で「拓践育墓誌」が発

見されている。彼の没年は明帝2年 (558)であり，「北周七女碑」の作成時期と離れている。「拓

践育硲誌」の拓本・録文は，「漢魏六朝碑刻校注」 10冊No.1339参照。

「北周七女碑」にみえる封爵•字に沿目して，「北周七女碑」一族について検討すると次のように

なる。第二子の封爵「渭南縣」（羅州京兆郡）に封じられた人物には，「＋二大将軍クラス」の述笑

武の第二子逹笑碁がいる（「周害』巷 19・逹笑武伝「子霰嗣。……震弟該車騎将軍・渭南縣子」）。
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また，第六子果の封爵「高陽郡」（謀州）に封じられた人物には逹笑武がいる。「周書」巻 19・逹

笑武伝には逹笑武が西魏の大統3年 (537)に高阻郡公に封じられ，武成の初めに鄭国公に封じ

られたことが記されている。北周では封爵を親族に回授することがよくみられることから．述笑武

が息子に回授した可能性が考えられる。また，第三子の字が「D略」．第四子の字が「光略」．第五
子の字が「暉略」であることから，「北周七女碑」一族は「略」が輩行であった可能性が高い。西

魏・北周で字に「略」がつく人物には，楊存（字は承略）・源雄（字は世略）•逹笑震（字は猛略）

の 3名があげられる。このうち楊存は宇文泰と同世代であることから，宇文泰•宇文護の娘をめとっ

た「北周七女碑」一族と兄弟であるとは考えにくい。源雄は武帝の北斉進攻時に活躍した人物であ

り．彼の一族には西魏北周にあって，顕著な働きを示した人物がおらず．西魏北周の責顕と婚姻関

係を結べたとは考えにくい。述笑霰は逹笑武の子であり，大統初 (535頃）に起家し．司右中大夫・

華州刺史を歴任し，達笑武没後の天和6年 (571)に柱国大将軍に就任し，鄭国公に封じられた。

父が「十二大将軍クラス」であったことから．「北周七女碑」一族のように責顕と通婚関係にあっ

たと考えられる。「周害J 巻 33 ・楊存伝， r附書J 巻 39• 源雄伝， r周書J 巻 19 ・達笑霞伝参照。

さらに逹笑武は．「北周七女碑」の作成時期（天和 2年 5月～天和 7年3月）にあたる天和5年

(570) 10月に没している。封爵・字・姦主の死亡時期・貴顕との通婚関係を合わせて考えると．

「北周七女碑」一族は逹笑武の子である可能性が高い。

(28) 前掲注(8)前島論文参照。子謹の子の子翼は 11歳（満l0歳）で宇文泰の娘（平原公主）を姿っ

ており．宇文泰が胡族系元勲との通婚を怠いでいた様子が窺える。「周書」巻22・子翼伝参照。ま

た，大統3年 (537)の沙苑の戦いで，叱列伏亀を捕虜にした際には，叱列氏が領民酋長の家柄で

「豪門」であったことから，兄の宇文願の娘を嫁がせている。「周書」巻20• 

(29) 「周書J 巻 9• 皇后伝には「武帝李皇后名蛾姿，楚人也。子饉平江陵．后家被籍没。至長安，太

祖以后賜高祖。（武帝李皇后名は蛾姿，楚人なり。子謹江陵を平らげ，后の家籍没せらる。長安に

至り，太祖后を以て高祖に賜う。）」とある。

(30) 前掲注(5)佐藤論文参照。

(31) 宇文泰の 14子宇文通の母である。「周書」巻 13・文閃明武宣諸子伝では宇文通の母を後宮とす

るのみである。「烏六渾氏墓誌」は咸阻空港で発見されたが，未だ正式な報告が出ておらず，拓本・

録文ともに未公開である。邪福来•李明「咸陽発見北周最高等級硲葬」（「中国文物報J 2001年5

月2日）は．烏六渾氏を消河柑氏とする。しかし，快西省考古研究所で「烏六渾氏慕誌」を実見し

た石見清裕氏は．「烏六揮より北周の披庭に入り會宇文泰の第一四子をもうけた女性」と述ぺてい

る。石見清裕「内蒙古•山西・寧夏・袂西・甘粛調査（二00五 •O六年）」（r東方学」 113, 2007 

年）参照。拓本・録文の公開が待たれる。

(32) 宇文泰の 10子宇文倹の母である。「周書』巷 13・文閃明武宣諸子伝では宇文倹の母を後宮とす

るのみである。「権氏慕誌」は咸陽空港で発見されたが，未だ正式な報告が出ておらず，拓本・録

文ともに未公開である。前掲注(31)邪福来•李明報告参照。

(33) 前掲注(8)毛漢光論文，山下将司「西魏・恭帝元年「賜姓」政策の再検討」（「早稲田大学大学院

文学研究科紀要」 45-4,1999年）．小林安斗「北朝末宇文氏政権と賜姓の関係」 (r社会文化科学研

究』 6,2002年），佐川英治「孝武西遷と国姓賜与―ー六世紀華北の民族と政治―ー」（「岡山大学文

学部紀要」 38,2002年）参照。

(34) 「楊文思硲誌」については，「附代硲誌銘梨考J④No.383参照。「楊紀慈誌」については， r隋代
慈誌銘梨考J③No.228参照。「楊矩蘇誌」については，「附代硲誌銘梨考J④No.382参照。

(35) 冬官の匠師中大夫の部下。匠師中大夫は城郭•宮室の制度や器物・度最を掌った。王仲粕「北周

六典」（中華書局， 2007年，初版 1979年） 47か471頁参照。

(36) 丞相府窮僚の官命については文献史料に記載がない。拙稿「西魏•北周覇府幕僚の甚筏的考察

—難僚の官名•官品（官命）•序列を中心に一-J er明大アジア史諭集」 15皇 2011年）において，
西魏•北周の覇府窮僚の事例を収集し，その官命を推定した。
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(37) 内史通事舎人のこと。 24 従 6 巷 2l• 

官三•中書省・通事含人参照。

(38) 楊宜の妻の年始華 (519-587)のこ の拓本・録文は， r陪代慕誌銘梨考』

安復

である。前漢の貢屈が，職務上のことで問責さ

冠を脱いで謝り，一度冠を脱いだら，再びかぷることはできないと述ぺて辞職した故事。

(40) 「開因』巻48・楊索伝に「開皇四年，拝御史大夫。其妻鄭氏性悴，索忍之日「我若作天子，卿定

由是坐免。（開塁四年，御史大夫を拝す。其の妻鄭氏性悴，素之に念りて

て免ぜらる。）」とあるが，楊素は開皇5年 (585)10月には信州総管となっており，楊文紐の免戟

と時期が異なっている。

(4l) 楊文懸は，仁壽3年 (603)5月22日 ともに

帰葬している。「楊紀硲誌」については1

•洛陽居住一ー北人•南人応誌記載の埋葬地分析から一ー」

とめ，

しているが，そのほかのほとん

に葬地が集中している」とする。弘悶楊氏は唐代前期まで本貫地埋葬を行っているが，店代後期に

なると長安・洛悶に埋葬する事例が増加する。楊岱剛「中古弘農楊氏貫望与居葬地考論＿以新出

(42) 「楊矩筵誌」によると皇

となっている。しかし， り西河公となったことは見えない。「楊矩慕

参照。誌」については.r閉代紅誌銘鯰考J
(43) 「粛荊」は，つつしみ和らぐという

国風・召南・何彼摂央の「昂不粛陸，王姫之車（昆ぞ粛匪せざらん， くと は，

もとも

をさす。

ぐ情景をうたった歌であることから書ここでは公主が臣下に降嫁すること

(44) なお，王慶衛•王焙「閉代弘悶楊氏続考一ー以絡誌銘為中心一一」（「碑林集刊』 12, 2006年）は，

したとする。しかし，「楊文慈硲誌」に「屈帝崩，事克寝（屈ま帝崩じ，

事，党に店む）」とあり明帝没後に楊文慈と北周宗室の婚姻は中止になっている。

(45) 山崎宏「北周のに趾殿と北斉の文林館」（「中国仏教・文化史の研究J法蔵館g 198l年，初出

(47) 

444頁にある。楊空の娘と

(49) 西魏•北周時代の弘塁楊氏について比欠端実「附代の弘農楊氏をめぐって」（「中国正史の基礎

的研究J早稲田大学出版部,1984年）が文献史料に甚づいて紹介している。しかし，近年，北朝・

情報が格段に増加している。王慶衛・王熔「防代華陰楊

以磁誌銘為中心ーー」（「碑林集刊J11, 2005年）喰前掲注(44)王慶衛・王誼論文参照。

(50) 「周内』巷 22・楊党伝附楊倹伝，「楊倹蘇誌」参照。「楊倹墓誌」の録文は，「全店文補遺．

誌斎新蔵専輯』 442-443頁参照。

(51) 北周では『周礼』に基づく六官制（天官・地官・春官・夏官・秋官・冬官）が施行されていた。

は，窮門分野を管轄する行政官であるが，実質的には順送りで元勲•宗室が就任
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れていたことがわかる。

（応）

わしくない。前掲注(8

した疏屈か纂

136 



北周宗室の婚姻勁向

れかであろう。「鄭術店誌」の拓本・録文は，「渓魏六朝碑刻校注」 l0冊Na1369参照。

(71) 「周書』巷 32• 陸通伝「周太子太保歩陸迂神道碑」事「周訛國公夫人歩陸孤氏硲誌銘」参照。「周

については豪灰信挨・悦瑶注・許逸民校点r灰子山集注J（中華古局．

て

1990年に「叱羅協荻誌」が発見され，正史との比較検討を

たことがあきらかとなった。拓本・録文は「漠魏六朝碑刻校注』 10冊No.1385

再検討に関しては繁罰安全「叱覇協窮誌考秤」（「碑林集刊』＆ 2002年）および前掲注(4

10冊No令 1391参照。また蚤

(75) 『周内」巷35・柑猷伝には，

＜ 

る。

女を迎えたとは考えにくい。

(76) 北周における博陵花氏に閃する研究には，前掲注(4

(77) 「周書』巷35・柑猷伝参照。

当時世宗は24歳であり事贅

れた。「北史』巷l4・后妃下伝参照。

(79) 宮崎市定氏は．楊堅の娘が皇太子妃に立てられた理由について，有力な家柄から迎えると外戚と

して権力を振うようになるため，上流中の下流の家柄として楊堅の娘を選んだとする。

"行の燭帝J（中公文庫，

であり，むしろ北周宗室・

氏は，楊忠・

因となったとする。前掲注(2)呂春盛書285

ったわけではない。し

し，楊堅と宇文護の関係が悪かった可能性は邸く，そのことが皇太子妃選出の一因になった可能

性はある。

(80) 建徳6年 (577)時に柱国よりーランク上の上柱国を拝授

名いた。前掲注(2)呂春盛書286頁，前掲注(9

(8l) 「隋書』を 1• i岱祖紀,I::参照。

(82) 「附書』巷75・信林伝・何妥伝には「宣帝初欲立五妃，以問儒者辛彦之，

不宜有五。」妥駁日

てヽ既に8

「后輿天子匹闘齊

と。

くし尊を齊しくす，宜しく五有るべからず」

舜も又二妃亦た何ぞ常数あらん」と。）」とある。

また，「北斉書』店25・張亮伝．同書巻30・科徳政伝喰同書巷50恩

倖伝などに．爾朱兆•高歓・

記されている。『周害』巻9.

から，北鎮出身の胡族系武人と思われる。

(84) 「北史』巷54• 

どの
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(557)に柱国となっている。ここから彼は「十二大将軍クラス」とみなせる。前掲注(1)山下論文・

前掲注(4)藤堂論文•前掲注(9)前島論文参照。大象 2 年 (580) 時点で生存していた

軍クラス」は尉遅逍と賓熾のみである。ただし，柱国拝授時期•国公拝授時期•官歴などからみて貪

り格上である。

(86) 「周書J 巻 7• 宣帝紀にも「西阻公温杞國公亮之子，即帝之従祖兄子也。

因入朝．帝遂飲之以翫逼而淫之。亮聞之繁憫誅，乃反。綾誅温，即追尉遅氏入宮．

り。

穆かにして温を誅し，即ち尉遅氏を追いて宮に入れ．初め妃と為し，

四4-305頁象

(89) 

(90) 

(91) 

(92) ーフ

(95) 北周の軍事体制（二十四軍制）
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The Marital Trends of the Northern Zhou Imperial Family: 
Using the Yang Wen-sun楊文慈 muzhi as a Key Primary Source 

AIDA Daisuke 

It is a known fact that the ruling class and the military systems of Sui and Tang 
dynasties originate in the Western Wei and Northern Zhou dynasties. Thus, the studies 

of Western Wei and Northern Zhou are crucial in understanding the from 

the Northern and Southern Dynasties to Sui and Tang. However, relatively little atten-
tion has been paid hitherto on the political trends of Western Wei and Northern Zhou. 
This paper examines the marital trends of the imperial family of Nortern Zhou, the 
Yuwen宇文 clan,during the Western Wei and Northern Zhou dynasties, and how the 

emperor and the authorities of the two dynasties controlled the various existing powers. 
The recently discovered epitaph of Yang Wensun楊文慈providessome effective hints in 
considering this matter. Yang Wensun is a son of Yang Kuan楊寛 whowas a Chinese 
aristocrat and a Western Wei and Northern Zhou dignitary with considerable achieve-
ments. The content of his epitaph reveals the position of the Hongnong弘殷Yangclan 
during Western Wei and Northern Zhou, and the marital trends of the Yuwen clan dur筆

the first half of the Northern Wei period. 

This paper carries out the discussion in two parts事byfirst examining the W estem 

Wei period and the first half of Northern Zhou period, and then the second half of 
Northern Zhou period. As a result, the following was revealed. In order to stabilize the 

nation's foundation, the Yuwen clan repeatedly intermarried with the statesmen of no-
madic origin, so as to strengthen the relationship, as the power was passed on through-
out three generations, from Yuwen Tai宇文泰 toYuwen Hu宇文護 toWudi武帝．
However, on the occasion of Yang Jian楊堅'sattempt to usurp the throne, most of the 

statesmen of nomadic origin supported Yang Jian. On the other hand, throughout West-
em Wei and Northern Zhou, marriages with Chinese aristocrats were extremely rare, and 
close marital ties did not develop. Although Mingdi明帝 planneda marriage with the 
Hongnong Yang clan（弘農楊氏），itdid not realize. Yuwen Hu intermarried with Su Wei 

but did not further the policy. As a result. many of the Chinese aristocrapts 

sided with Yang Jian on his attempt at the usurpation. 

Keywords: Northern Zhou, Yuwen clan, Hongnong Yang clan, Marriage 
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